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Pellet Club JAPAN メールニュース（No.127-2） 木質ペレット情報 2016/6/9
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◎ ペレット関連情報

┗━━━━━━━━━━┛

■住友商事関連会社のサミット酒田パワー（株）（山形）、山形県酒田市の酒田臨海工業団

地に計画する東北最大級の木質バイオマス発電所の建設工事を 6月 1日に着工する見通し。

4月中旬には発電所燃料の木質ペレット保管倉庫の起工式を同団地の対岸にある酒田北港

古湊第一岸壁で実施。東北地方最大級となる発電所（最大発電能力 5万 kW）の施工は住友

重機械工業が担当。電力は住友商事 100%子会社のサミットエナジーを通じ、企業などに供

給する予定。事業費 250億円、本体施設と保管倉庫はいずれも 2018年 5月に運用開始[日
刊建設工業新聞：2016/05/17、同社 HP]
http://www.decn.co.jp/?p=67898
http://www.summit-sakata-power.co.jp/index.html

■（有）河西（神奈川）、同社サイト EURO STOVEにイタリア・ベローナにて開催の Progetto
Fuoco 2016で発表された、テルモロッシ（イタリア）の新作モデルと展示会の様子を動画

で紹介。テルモロッシの 2016年新モデルのペレットストーブ、ペレットボイラ、薪ストー

ブ、オプション部品のカタログもアップ。発売時期（メーカー出荷）は 9月からの予定【EURO
STOVE ( [有] 河西)：2016/05/18】
http://www.pellet-stove.jp/

■群馬県上野村、今年度より地域の循環型林業を視察する新たなバイオマスツアーをスタ

ート。ツアー催行は毎週木・金曜日。日帰りコース（3,000円）と一泊コース（15,000円）

が有り、ペレット工場や 2015年に導入されたブルクハルト社（ドイツ）の木質ペレットガ

ス化 CHP プラント、ペレットボイラが導入されている温浴施設等の見学が可能 [OSR
No.229号：2016/05/18、上野村]
http://www.uenomura.jp/admin/shisatsu/about/

■（有）河西（神奈川）、PYROFIRTE（ピロファイアー）社（イタリア）のペレット・バ

ーベキュー・グリル「PYROCAMPING（ピロキャンピング）」を近日発売予定。ペレット

を燃料とするステンレス製の調理用コンロ。軽量でコンパクトに収納出来、キャンプなど

アウトドアでのバーベキューに最適。発売予定価格は 130,000円（税抜）【EURO STOVE
( [有] 河西)：2016/05/19】
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http://www.pellet-stove.jp/

■エア・ウォーター（株）（大阪）、2020年を目途に、東日本大震災で被害を受けたグルー

プ会社の日本海水小名浜工場敷地内（福島県いわき市）に国内最大級（75,000kW）のバイ

オマス発電所稼働へ。PKSや木質ペレットを用いた海外バイオマスによる専焼発電。FIT
制度の他、将来的には自社消費も含めて検討していく。5月 19日にバイオマス発電の建設

に係わる、福島県環境影響評価条例にもとづく環境影響評価の検討を開始。投資額は 200
億円前後のもよう【同社、日本経済新聞：2016/05/19】
http://www.awi.co.jp/common/uploads/2016/05/50a9f42866ba803cee3297bafec98657.pdf
http://www.nikkei.com/article/DGXLZO02497630Y6A510C1TJC000/?ct=ga

■5月 19日開催の伊那市松くい虫対策協議会（長野県伊那市）、昨年度の被害量は 2,300
㎥で、破砕や燻蒸など被害木の処理に 3,900万円の費用がかかり、被害は減少していない

と報告。同市では平成 18年に被害が確認された後も拡大し、長谷地区を除く全地区で被害

が確認されている。白鳥市長は「ただ手をこまねいているわけにはいかない。枯れてもペ

レット燃料にするなど使えるものは使っていきたい」と発言。上伊那森林組合は害虫が活

動しない時期は被害木の有料での受け入れも行っている【伊那谷ねっと：2016/05/19】
http://inamai.com/www/ictnews/detail.jsp?id=44231

■今後 10年間の林政の基本方針を示す新しい「森林・林業基本計画」と、同計画にあわせ

て変更された「全国森林計画」が 5月 24日に閣議決定。森林・林業基本計画の施策の中で

木質バイオマスの利用については「木質バイオマス発電施設における未利用間伐材等の利

用、地域における熱電併給システムの構築、チップ・ペレット・薪等を燃料とする高性能

のバイオマスボイラー、家庭用ストーブ等の導入・改良や普及を図る」と書かれている。

その他、木質バイオマス燃料の低コスト生産等の推進にも言及【林野庁、J-FICニュース：

2016/05/24】
http://www.rinya.maff.go.jp/j/kikaku/plan/
http://www.j-fic.com/news/page/2

■岩手県住田町の木造役場庁舎が CO2排出をゼロに近づける建築設備などの取り組みをた

たえる第 4回カーボンニュートラル賞受賞。賞は（一社）建築設備技術者協会（東京）が

主催。地元の林業で生じた間伐材や廃材を燃料として利用しているペレットボイラを活用

した、低炭素エネルギーへの転換等が評価された。同県からの受賞は初【岩手日報：

2016/05/27】
https://www.iwate-np.co.jp/cgi-bin/topnews.cgi?20160527_7
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■6月 8日（水）～13日（月）に京都タカシマヤ（京都）で開催される「木のある暮らし展」

に、（株）グリーンズグリーン（新潟）の「MASSMOSS」が登場。国内産の旭山桜などの

園芸植物とMASU（枡）とMOSS（苔）を組み合わせたもので、商品の加温育成に新潟県

新潟市秋葉区のmoreTreesの森から生まれたペレットを使用している。販売元のグリーン

ズグリーンは、（株）WPPC（新潟）の苔玉販売事業を農業生産法人として分離独立し、事

業領域を「耕作放棄地を利用した苔栽培」へと拡大、秋葉区に「新たな 6次産業事業体」

を創出することを目的としている[Hibana：2016/05/27、（株）グリーンズグリーン]
http://www.hibana.co.jp/2016NEWS/20160527.html
http://greensgreen.jp/

■（有）河西（神奈川）、ADVANCE社（イタリア）のペレット・エアー搬送システムの取

扱いを開始。屋外の大型サイロからペレットボイラ等の燃焼機器のタンクへペレットを搬

送するのに便利で設置も簡単。システムパーツも各種取り揃えている【EURO STOVE ( [有]
河西)：2016/05/27】
http://www.pellet-stove.jp/

■暖房器具や調理などの燃料に使う木質ペレットや関連商品を販売する専門店「WPPC
THE PELLET STORE by wowroom」が 29日、福島県会津若松市の LINK大町 1階にオ

ープン。東京電力福島第一原発事故で飯舘村などからの木材調達が困難になり、猪苗代町

に工場を設立して木質ペレットを製造している南相馬市の（株）箱崎林業の商品や木製の

インテリア用品などを販売する。営業時間は午前 10 時から午後 7時まで【福島民報：

2016/05/29】
http://www.minpo.jp/news/detail/2016052931404

■（株）サンシャインブルータワー（宮崎県串間市）と（株）洸陽電機（兵庫県神戸市）

が串間市内に木質バイオマスの「大生（おおばえ）黒潮発電所」建設へ。予定地は森林を

切り開いた同市西方の約 1万㎡の山間部。発電所で使用する木質チップ、ペレットのもと

になる未利用材と間伐材は串間や日南の木材業者から購入し、予定地内に建てる工場で加

工・製造する。総事業費は 26億円。出力は約 2MWで年間発電量は約 150万 kWh、九州

電力に売電する計画。2017年夏の稼働を目指す【朝日新聞：2016/06/01、神戸新聞 NEXT：
2016/05/30】
http://www.asahi.com/articles/ASJ5W44VRJ5WTNAB00R.html
https://www.kobe-np.co.jp/news/keizai/201605/0009135081.shtml

■エネルギー関連事業を手掛ける（株）洸陽電機（兵庫）、発電効率の高い小規模バイオマ

ス発電システムを開発。発電の際に生じる廃熱を燃料となる木質ペレットの乾燥工程に活
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用する仕組みで、小規模発電でも採算性の確保が可能。来夏に宮崎県串間市での第 1号事

業の発電を手始めに、木材産業活性化を目指す各地への浸透を図る【日本経済新聞：

2016/05/31】
http://www.nikkei.com/article/DGXLZO02984180Q6A530C1LDA000/?ct=ga

■兵庫県宍粟市、木質バイオマスストーブの使用状況等に関するアンケート調査を実施し、

結果を公表。同市は平成 22年度から継続して薪ストーブやペレットストーブなどの木質バ

イオマス燃焼機器の導入に対する補助事業を実施しており、今回の調査は平成 22年度から

27年度までに補助金を交付した申請者が対象。回収率は 88.2％（102件中 90件）。調査項

目は①ストーブの使用頻度、②燃料の使用量、③燃料の調達方法、④故障の有無、⑤暖か

さに対する満足度、⑥使い勝手に対する満足度、⑦掃除の方法、⑧灰の処理方法、等[同市：

2016/06/02]
http://www.city.shiso.lg.jp/kurashi/gomishinyokankyo/kankyorisaikuru/1464680597129.
html

■（公財）みやぎ・環境とくらし・ネットワーク（MELON）（宮城）がパンフレット「薪

ストーブ・ペレットストーブのある暮らし」を制作。ストーブや燃料の特徴、ユーザーの

生の声も紹介。宮城県内販売店リストも掲載され、同県内で増え続けるユーザー候補向け

の入門書的なパンフレットとなっている。（有）河西（神奈川）が作成に協力【EURO STOVE
( [有] 河西)：2016/06/03】
http://www.pellet-stove.jp/%E3%83%96%E3%83%AD%E3%82%B0/2016%E5%B9%B46
%E6%9C%88/

※ OSR・・・オンサイト・レポートの略


